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論文内容要旨

  大脳深部灰白質領域は, 古くから多くの研究によって, 脳底部か らの穿通動脈より栄養される

 ことが明らかにされてきた。 しか し日常臨床の頭部CT上, この領域に好発する小梗塞巣の支配

 域を的確に推定するのは難 しい。 これはその解剖学的知見にも拘 らず, 脳の水平断面上における

 各穿通枝群の分布が十分検討されていないためと考え る。 本研究では, 頭部CTの読影 の一助と

 するために, 脳の水平断面上における各穿通枝群の分布を確認し, 臨床例でその所見の適用を試

 みた。

                対象及び方法

  剖検脳microangiography (55 例にて 施行) によって各穿通枝群の走向並びに分布領域 を3

 次元的14, 特に CT 時代に対応した脳の水平断面上で, その分布を確認 した。 次に臨床例に おい

 て, CT 上認めた基底核, 視床域の梗塞巣がいずれの穿通枝域のものであるかをmicroangio9-

 raphy の所見に基ずいて判断 し, 脳血管造影施行例ではその所見との相関をみた。

               結果

  大脳脳底部穿通動脈を 〔1} 線条体動脈群, 〔2) 視床動脈群, 〔3) 前脈絡動脈の三群に大別する。

 本研究では, このうち Part 1で 〔1), Part 2で〔2)を扱った。 なお参考論文 “前脈絡動脈領域

 の脳梗塞" において 〔3)を扱った。

   Part 1 線条体動脈群

  線条体動脈群は前大脳動脈か らの内側線条体動脈 (M SA) と, 中大脳動脈か らの外側線 条体

 動脈 (LSA) の二者に分類できる。 MSAは前穿通野内側部及び視床下部に穿通 し, 視床下部前

 域, 前交連の内側 1/3, 尾状核, 被殻, 淡蒼球及び内包前脚の一部に分布する。 水平断micro-

 angiography 上にこの分布を観察すれば, 側脳室前角の最下端が見える断面で, 前角の外後方

 域がこの支配域にあたる。 LSA は中大脳動脈水平部から起始 し, 前穿通野の外側 2/3 を穿通し

 て尾状核, 被殻, 淡蒼球 lateral segment の一部, 無名質, 前交連の外側部及び内包の上方部

 等を栄養する。 LSA は水平断面上, 前記MSA領域の後上方に接 して基底核後部に広がる。

  臨床的にM SA 領域に限局した脳梗塞例は5例みられたが, 前大脳動脈近位部の目然閉塞例や

 前交通動脈瘤手術時のM SA損傷によると思われた。 いずれも前角 の後方域に広がる低吸収域 を

 示した。 LSA 領域に限局 し, かっそ の大部分を占めるような梗塞例は 15例にみられた。 血管造

 影施行9例中では, 中大脳動脈起始部完全閉塞で皮質枝領域の側副循環が良好な例が多く (6例),
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 中大脳動脈水平部に壁不整ない し軽度狭小化例 (2 例), 動脈瘤手術時のLSA損傷例 (1 例) が

 あっ た。

  線条体動脈群の系統発生, それに基づく各々 の支配域の no rmal variati on, 各群の梗塞例に

 おける臨床徴候などについて考察を加えた。

   Part2 視床動脈群

  視床に分布する動脈は, ① Thalamotuberal Arteries (TTA:後交通動脈から分岐する),

 ② Thalamoperforate Arteries (TPA:脳底動脈上端及び後大脳動脈最近位部より生ずる。)

 ③ Thalamogenuculate Arteries (TGA:後大脳動脈の ambient segment から分岐する。)

 ④ Choroidal Arteries よりなる。 水平断microangiography 上で, TTA は視床前端部から

 内包後脚前端 に・かけて, TPA は中脳正中部か ら第三脳室壁に沿って視床内側域に, TGA は視床

 後外側域に, また cho roidal arteies のうち外側後脈絡動脈は視床枕外側部か ら視床背外側域に,

 内側後脈絡動脈は視床背内側域を中心に分布するのが確認された。

  臨床例においてはTTA域の視床梗塞は6例, TPA域9例, TGA域5例, TGA及び外側後脈

 絡動脈域の合併例が4例を数え, 代表的症例の CT所見, 脳血管造影所見及び臨床症状を提示 し

 た。 血管造影ではおおむね, CT所見か ら想定される穿通枝の起始部またはその近位部の親血管

 に閉塞性変化を認めた。 CTと血管造影所見 は, 一部の症例を除いてよく相関すると考えられた。

  各血管の灌流領域と, その領域の脳梗塞例に見 られた臨床徴候との関連について考察を加えた。

 また隣接 し合う各穿通枝群間にみ ら航る相互依存関係について論じた。

               結論

  大脳深部灰白質領域のうち前方の基底核領域は, 前及び中大脳動脈の線条体動脈群により栄養

 され, 後方の視床は posterior ci rculationからの一連の視床動脈群によって栄養される。 そし

 てこの両支配域の間には, 前脈絡動脈領域が弓状に入り込む構図になっている。 当然の事ながら,

 これら種々の穿通枝支配域が, 水平断面上も大脳脳底部をほぼ埋め尽くす結果であった。 本研究

 で得られた知見は, 日常臨床の頭部CT読影に資する ものであると確信する。
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 審査結果の要旨

  大脳脳底部穿通動脈は(1)線条体動脈群, (2)視床動脈群, (3)前脈絡動脈からの穿通枝群の3群に

 大別できるが, 本研究ではPart 1で(1)線条体動脈群, Part2 で(2)視床動脈群を扱っている。 こ

 れら一連の穿通動脈に関 しては, 19世紀後半より多くの解剖学的並びに放射線学的研究があり,

 その支配域は主に剖検脳の検索に利用される冠状断面において示されてきた。 しかしCTの出現

 により, 脳の水平断面上における種々の解剖学的理解が必要となり, 脳血管の分布に関 しても水

 平断面上での把握が重要となった。 各種穿通動脈群の支配域の, 脳水平断面上での分布及びそれ

 らの領域の 脳梗塞の系統 的研究はこれま で殆 どみ られて いな い。

  本研究では各穿通枝群の分布を, 剖検脳の冠状断, 矢状断及 び水平断面上において2micro-

 ang iog raphy の手法によって三次元的に確認 している。 それによって得られた知見を臨床例の

 脳梗塞の頸部 CT 上での適用 を試み, ま た従来の神経放射線学的手段である脳血管造影との相関

 をみている。

  脳底部には多数の灰白質構造が含ま れているが, 例えば, その中の 一つである視床がいくつも

 の穿通動脈群によって栄養される という事実は驚きですらある。 従来, 視床梗塞と して一括され

 た中に種々の異なる穿通動脈域の脳梗塞が含まれ, かつ各々の異なる 臨床徴候を示すことが, 血

 管支配の全体的把握の中で明確に示されている。 視床動脈の 一つであるTTAは内 色後脚の 一部

 をも栄養する。 この事は従来あまり強調されなかったが, 本研究で明瞭に1描出され, またこの領

 域の脳梗塞例で, 強い錐体路障害を引きおこす場合が提示されている。 小さな血管である後交通

 動脈か らの穿通枝といえども, 臨床的には極めて重要な血管であることがわかる。 脳底部に好発

 する脳動脈瘤の根治手術等の際に, これらの穿通枝損傷に十分注意する必要性が改めて喚起され

 る所以である。

  Abbie による系統発生の仕事を引用 して, recurrent artery of Heub nerの形成機転を紹

 介 していて興味深い。 脳血管 の発生 に関 しては, Padget の個体発生 の研究が引用されるのが常で

 あったが, 確かにむ しろ系統発生を考える 方が発生の理解に好都合の場合も多いであろう。

  本研究に残された課題は各穿通動脈の血管支配の variation であろうが, variationの研究の

 ためには多数の正常剖検脳が必要で, 色素または造影剤の選択的注入 が必要 となるな どの問題が

 あり, 今後の研究に待たねばなるまい。 この様な課題は残すものの, 本研究の日常臨床の場にお

 ける有用性は極めて高い。 本研究によって, 脳底部の梗塞巣を単に CT 上の画像と してのみでな

 く, 種々の脳底構造物や, それと密接な関係を有する血管の状態を推測する事が可能になったと

 いえ, 学位授与に十分に価する研究であると評価できる。
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